
 

 

 

 

 

地震による火災の過半数は電気が原因です。 

 

 

 

 

 

※日本火災学会誌「2011 年東日本大震災 火災等調査報告書」より作成 

地震が引きおこす電気火災とは、地震の揺れに伴う電気機器からの出火や停電が復旧したと

きに発生する火災のことです。そのような時に自動で電気を遮断できる感震ブレーカーは電気

火災対策に効果的です。 

感震ブレーカーは、地震発生時に設定値以上の揺れを感知したときに、ブレーカーやコンセン

トなどの電気を自動的に止める器具です。感震ブレーカーの設置は、不在時やブレーカーを切

って避難する余裕がない場合に電気火災を防止する有効な手段です。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感震装置のはたらき【分電盤タイプの場合】 

 

基本動作             地震探知      検知から３分後 

地震探知後、3 分が経過すると、主幹                     地震探知後３分以内に 

漏電ブレーカーを自動遮断します。        警報ＯＮ(3 分間)         停電が発生した場合 

                                            通電⚡      復電直後に主幹漏電ブレーカーを 

                                                            自動遮断します。 

お問い合わせ：奈良県広域消防組合宇陀消防署 予防課 ☎0745-82-3199 

       宇陀市役所 危機管理課        ☎0745-82-1304        
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東日本大震災における本震による

火災全 111 件のうち、原因が特定

されたものが 108 件、そのうち過半

数が電気関係の出火でした。 

 

感震ブレーカーの種類や特徴 


